
軽］　阪神．淡路大震災の災害調査に際して

技術第一部　山田惣一郎＊

　今回の兵庫県南部地震による阪神・淡路大震災には様々な職業の人達が、種

々の目的をもって現地に行きました。研究や報道などの組織レベルから、肉親

や友人の安否の確認などの個人レベルのものまで様々です。我が社では私を含

め3名が災害調査の目的で地震発生8日後に現地に入りました。現地での行動は

2泊3日の短い期間でしたか、都市型災害における被災地での調査や行動の参考

になればと、その一例として調査以外の経験と試行錯誤を書き留めたいと思い

ました。

1．宿泊

　災害調査の効率からいえば現地での時間を多くするため、なるべく被災地に

近いところに泊まるのが良いが、地震災害の場合、余震による危険性、住家を

失った被災者の優先などの理由で、近郊に宿泊することは難しい。今回我々が

京都に宿泊したのもこのような理由からである。これ以外にキャンプ生活も考

えられるが、遠距離から来ている場合は、生活道具をいつも持ち歩かなくては

ならず、食事や水の心配もあり、このために疲労度が大くなるとの理由から賢

明でなく、あくまでも最終手段であろう。しかし、この理由は被災地で非難生

活を送っている方には申しわけない言い方である。結果的に被災地は電気の復

旧していない場合が多く日没とともに調査不能となるため、京都に宿泊したこ

とはあまり問題とはならなかった。

2．地理と交通

　今回これが一番の問題点である。関西の地理に詳しい人がまわりにいないた

め、被災地の情報を地図、マスコミ、旅行会社などから収集した。災害調査に

おいて、被災地の情報収集が大変重要です。パソコン通信の大手ネット「NIFT

Y－Serve」では地震情報という項目が臨時に設置され、交通情報などの情報を無

料で配信していたので、これも利用した。交通の考えられる手段としては鉄道

と道路があげられるが、被害の大きさに比例して寸断されている確率は高い。
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このうち車での移動は本来広い範囲をカパーでき理想的であるが、救援物資の

輸送などで現地の道路の大渋滞が伝えられること、給油できるか不明確である

ことの理由で断念した。鉄道は今回現地入りした時点で、大阪方面からは阪急

電鉄の西宮北口が被災地に最も近い駅であった。ここから三宮までは片道20㎞

弱はある。そこで考えたのが行けるところまで鉄道を使い、そこから自転車を

使うことである。自転車はたたむか分解すれば鉄道に乗せられる。実際、被災

地では道路渋滞のため車よりオートバイや自転車の方が、道路の亀裂、倒壊し

た建物の破片に注意すれば大変有効な乗り物であった。六甲アイランドやポー

トアイランドの人工島で住民や救援活動の車両が通るなか、噴砂の試料をもっ

て、短時間に往来できたのは自転車があったからこそであった。

3．所持品

　被災地を1日まわるために携帯したものは、一食分の食料、菓子、飲料水、地

図、カメラ類、筆記用具が基本で、このほか防塵マスク、自転車の修理キット

が役にたった。食糧や水などは避難所でもらうわけにはゆかず、持参するしか’

なかった。菓子は、ほとんど一日中自転車に乗っているため栄養補給のために

持参した。防塵マスクは危険な建物の解体作業によって発生した塵や、液状化

による噴出物が乾燥して侠りを立てていため役にたった。このほか被災地はま

だ電気が復旧していない場合が多く、自転車のライトは必需品である。これら

の荷物を動きやすいよう一つにまとめて背負った。　　　　　一

　今回の災害調査はやそらく一生に一度あるかないかの出来事で、貴重な経験

でした。調査地では写真やビデオなどを撮ることと、噴砂の試料採取を行うこ

とが主であったが、持ち帰った映像やデータはできるだけ多くの人に見ていた

だきたいと思います。

　なお、今回ビデオを撮影したのは、西宮北口付近、芦屋～三宮間、六甲アイ

ランド、ポートアイランドです。写真も同時に撮っていたのでビデオの方は断

片的となってしまいました。撮影期間は’1995年1月25日～27日です。今回調査し

た内容は、　rlgg5年1月17日阪神大地震による被害に関する緊急調査」　（（財）産

業地質科学研究所研究年報第6号　1995年4月）に掲載しまレた。
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